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参考資料 

 

第 8回神奈川県・米陸海軍意見交換会の結果について 
 

 

本日、在日米陸軍司令部（キャンプ座間）において、神奈川県知事と在日米陸海軍司令官

との間で、お互いの協力関係や諸課題についての意見交換会が開催されましたのでお知ら

せします。 

 

１ 出席者 

神奈川県知事      黒岩 祐治 

在日米陸軍司令官   デイヴ・ウォーマック 少将 

在日米海軍司令官   カール・Ａ・ラティ 少将 

 

２ 意見交換の概要 

次のとおり意見交換を実施した。（意見交換会の様子は別添写真のとおり） 

○ 災害時の相互協力の促進について 

・ 県から、能登半島地震直後の米国政府による支援表明、在日米陸軍のヘリコプター

による物資輸送支援について謝意を表し、在日米陸海軍からは、地震により犠牲と

なった方々への弔意が示された。 

・ また、県から、総合防災訓練「ビッグレスキューかながわ」への米軍の参加に謝意

を表すとともに、今後も継続して災害時に備えて連携していくことで一致した。 

・ 前回の意見交換会で在日米陸軍から提案があった、災害時に日米間で通信に使用す

る「災害時の相互応援マニュアル」（通称「ブルーブック」）の見直しについて、事

務レベルでの検討が進められていることを確認し、引き続き、作業を進めることで

一致した。 

○ 地元自治体との連携の重要性について 

・ この意見交換会等の機会を通じた、在日米陸海軍との更なる信頼関係の醸成が重要

であるとの考えを県から示し、在日米陸海軍の同意を得た。 

・ 在日米陸海軍と地元自治体・地域住民との交流・連携の重要性について確認し、引

き続き連携の取組を進めていくこととした。 

○ その他 

・ 米国政府が、全ての米軍基地で今年 10 月までに、有機フッ素化合物（PFAS）を含

む泡消火薬剤の使用を禁止することなど、近年の状況を確認したうえで、引き続き、

県と在日米陸海軍が、PFASを含む環境問題に関して連携していくことで一致した。 

・ 米陸軍からの、深刻化する安全保障環境に対応するための横浜ノース・ドックでの

米陸軍小型揚陸艇部隊運用開始の報告を受け、県は、適時適切な情報の共有、周辺



 

 

への影響の最小化に向けた取組が必要であるとの考えを示し、在日米陸軍の理解を

得た。 

 

問合せ先  

神奈川県政策局基地対策部基地対策課  

課長 舘野 電話 045-210-3370 

課長代理 川東 電話 045-210-3375 



在日米陸軍提供 

 

（左からラティ在日米海軍司令官、黒岩知事、ウォーマック在日米陸軍司令官） 

 

別 添 


